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農
林
水
産
省
に
よ
る

と
、
農
業
就
業
者
は
1
9

9
9
年
か
ら
の
約
25
年
間

で
1
1
9
万
人
減
少
し
、

23
年
に
は
1
8
1
万
人
と

な
っ
た
。
一
方
、
雇
用
者

に
つ
い
て
は
農
業
経
営
の

規
模
拡
大
や
法
人
化
の
進

展
な
ど
に
よ
っ
て
、
同
期

間
の
25
年
間
で
27
万
人
増

え
、
23
年
に
は
55
万
人
と

な
っ
た
。

23
年
に
は
、
49
歳
以
下

の
新
規
就
農
者
に
占
め
る

雇
用
就
農
者
の
割
合
は
4

割
と
な
り
、
新
規
自
営
就

農
者
（
親
元
就
農
者
）
を

上
回
っ
た
。
ま
た
、
49
歳

以
下
の
新
規
雇
用
就
農
者

の
約
9
割
が
非
農
家
出
身

と
な
っ
て
い
る
。
各
道
府

県
の
農
業
大
学
校
か
ら
の

就
農
状
況
も
、
就
農
者
の

約
6
割
が
雇
用
就
農
と
な

っ
て
お
り
、
農
業
従
事
者

に
占
め
る
雇
用
就
農
者
の

割
合
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受

け
、
今
年
6
月
に
改
正
さ

れ
た
基
本
法
に
「
農
業
の

雇
用
に
資
す
る
労
働
環
境

の
整
備
」
が
明
記
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
同
省
は
「
労

働
環
境
の
整
備
を
具
体
的

に
進
め
る
政
策
の
在
り

方
」
と
「
労
働
関
係
法
制

に
お
け
る
農
業
の
特
例
に

つ
い
て
の
考
え
方
」
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

▽
農
業
分
野
の
労
働
関
係

法
制

個
人
経
営
体
の
保
険
加
入

は
任
意
／
労
働
時
間
規
定

は
全
経
営
体
が
対
象
外

従
業
員
が
い
る
場
合
に

会
社
等
が
加
入
す
る
保
険

は
大
き
く
分
け
て
、
①
被

用
者
保
険
と
②
労
働
保
険

の
2
種
類
あ
る
。
①
被
用

者
保
険
に
は
健
康
保
険
と

厚
生
年
金
保
険
が
、
②
労

働
保
険
に
は
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
が
あ
る
が
、
現

行
法
で
は
①
は
全
個
人
経

営
体
が
、
②
は
従
業
員
5

人
未
満
の
個
人
経
営
体
が

任
意
加
入
と
な
っ
て
お

り
、
加
入
は
経
営
者
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
一
人
で
も

雇
え
ば
、
経
営
者
に
は
労

働
基
準
法
に
基
づ
く
災
害

補
償
義
務
が
生
じ
る
。
未

加
入
で
事
故
が
起
き
た
場

合
に
は
、
経
営
者
が
責
任

を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
労
災
保
険
は

家
族
経
営
農
家
も
特
別
加

入
で
き
る
が
、
加
入
率
は

1
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

こ
の
他
、
農
業
経
営
体

は
従
業
員
数
に
関
わ
ら
ず

全
経
営
体
、
労
働
基
準
法

に
定
め
ら
れ
て
い
る
労
働

時
間
に
関
す
る
規
定
の
適

用
外
と
な
っ
て
い
る
。

▽
就
農
希
望
者
が
重
視
す

る
労
働
環
境
「
社
会
保
険

へ
の
加
入
」
が
8
割

同
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
雇
用
就
農
者
が
就
農

前
に
重
視
し
た
労
働
環
境

は
、「
安
定
し
た
収
入
」、

「
経
営
者
の
人
柄
」、「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
な
い
こ

と
」、「
雇
用
保
険
・
労
災

保
険
・
健
康
保
険
・
厚
生

年
金
保
険
へ
の
加
入
」
の

4
項
目
で
、
い
ず
れ
も
回

答
割
合
が
8
割
を
超
え

た
。社

会
保
険
へ
の
加
入

は
、
労
働
者
に
と
っ
て
国

民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

に
比
べ
て
保
険
料
が
安
く

な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

事
業
者
に
と
っ
て
は
保
険

料
負
担
が
生
じ
る
が
、
福

利
厚
生
の
面
で
他
産
業
と

の
差
が
縮
ま
り
、
人
材
獲

得
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
ま
た
、
未
加
入

の
場
合
は
保
険
加
入
適
用

業
種
か
ら
農
業
に
転
職
す

る
場
合
に
保
険
料
負
担
が

増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る

ほ
か
、
厚
生
年
金
な
ど
の

保
障
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
等
、
未
加
入
が
転
職
の

障
害
に
な
り
得
る
。

49
歳
以
下
の
新
規
雇
用

就
農
者
の
9
割
が
非
農
家

出
身
と
な
っ
た
現
在
、
雇

用
の
確
保
に
は
他
産
業
同

等
の
労
働
環
境
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
。

「
農
業
の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
政
策
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

農
林
水
産
省
は
、
雇
用
就
農
者
の
労
働
環
境
の
改
善
に
向
け
、
10
月
1
日
に

第
1
回
検
討
会
を
開
催
し
た
。
現
状
の
課
題
や
農
林
漁
業
で
は
任
意
加
入
と
な

っ
て
い
る
個
人
経
営
体
の
保
険
加
入
義
務
化
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
議
論
を
重

ね
て
い
く
。

農 水 省

個
人
経
営
体
の
保
険

加
入
義
務
化
を
検
討
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ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用

促
進
法
10
月
１
日
施
行

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進
法
が
10
月
1
日
に

施
行
さ
れ
、
生
産
方
式
革
新
実
施
計
画
と
開
発
供
給

実
施
計
画
の
認
定
申
請
の
受
付
も
始
ま
っ
た
。
現
状
、
3
割
に
満
た
な
い
ス
マ
ー

ト
農
業
実
施
率
の
向
上
に
期
待
が
か
か
る
。

農
業
の
生
産
性
の
向
上

の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
の
活
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
活
用
促
進
法
）
が

10
月
1
日
に
施
行
さ
れ

た
。
ま
た
、
施
行
に
伴
い

生
産
方
式
革
新
実
施
計
画

と
開
発
供
給
実
施
計
画
の

認
定
申
請
の
受
付
も
開
始

し
た
。
こ
れ
ら
の
計
画
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

ス
マ
ー
ト
農
機
の
開
発
・

供
給
へ
の
支
援
や
、
ス
マ

ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進

資
金
の
特
例
措
置
な
ど
が

受
け
ら
れ
る
。
ス
マ
ー
ト

農
業
に
特
化
し
た
法
律
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
生

産
現
場
の
技
術
革
新
の
進

展
及
び
普
及
の
加
速
化
が

期
待
さ
れ
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活

用
促
進
法
は
、「
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
活
用
及
び

こ
れ
と
併
せ
て
行
う
農
産

物
の
新
た
な
生
産
の
方
式

の
導
入
に
関
す
る
計
画

（
生
産
方
式
革
新
実
施
計

画
）」
と
「
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
等
の
開
発
及
び
そ

の
成
果
の
普
及
に
関
す
る

計
画
（
開
発
供
給
実
施
計

画
）」
の
2
つ
の
認
定
制

度
を
通
じ
て
農
業
者
や
開

発
・
供
給
を
行
う
事
業
者

等
を
金
融
・
税
制
等
の
特

例
措
置
で
支
援
す
る
制

度
。
基
本
方
針
に
は
生
産

方
式
革
新
事
業
活
動
に
つ

い
て
、
経
営
耕
作
面
積
を

基
本
に
算
出
す
る
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
活
用
割
合

を
2
0
3
0
年
度
ま
で
に

50
％
以
上
に
す
る
な
ど
の

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

同
省
は
計
画
認
定
を
受

け
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
か

ら
の
借
り
入
れ
、
②
機
械

導
入
時
の
特
別
償
却
、
③

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
許
可
等

で
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
挙
げ
、
申
請
受

付
開
始
に
あ
わ
せ
て
計
画

策
定
の
伴
走
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
計
画
策
定
の

手
引
き
等
に
つ
い
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
活
用
促
進
法
に

つ
い
て

農
林
水
産
省
」

等
で
公
表
し
て
い
る
。

▽
計
画
認
定
を
受
け
る
主

な
メ
リ
ッ
ト

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

長
期
低
利
融
資

日
本
公
庫
で
は
新
た
に

「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活

用
促
進
資
金
」
が
創
設
さ

れ
る
。
償
還
期
限
は
25
年

で
据
置
期
間
5
年
以
内
。

貸
付
金
利
は
貸
付
期
間
に

応
じ
て
0
・
65
％
〜
1
・

45
％
。
貸
付
限
度
額
（
融

資
率
）
は
、
貸
付
け
を
受

け
る
者
の
負
担
す
る
額
の

80
％
以
内
。
こ
れ
に
よ

り
、
事
業
者
の
初
期
償
還

負
担
を
軽
減
す
る
ほ
か
、

貸
付
金
の
使
途
に
長
期
運

転
資
金
も
設
定
す
る
。

②
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活

用
促
進
税
制
に
よ
る
特
別

償
却
（
2
0
2
7
年
3
月

末
ま
で
）

生
産
方
式
革
新
実
施
計

画
の
認
定
を
受
け
た
農
業

者
等
が
、
そ
の
事
業
活
動

に
用
い
る
機
械
等
を
取
得

し
た
場
合
に
は
特
別
償
却

が
可
能
と
な
る
。
初
年
度

は
取
得
額
の
32
％
（
機
械

装
置
の
場
合
。
一
部
は
25

％
。
建
築
物
な
ど
構
築
物

は
16
％
）
を
特
別
償
却
と

し
て
上
乗
せ
し
て
損
金
に

算
入
で
き
る
。

③
行
政
手
続
き
の
簡
素
化

【
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
飛

行
許
可
・
承
認
の
簡
素

化
】現

在
、
ド
ロ
ー
ン
等
の

飛
行
に
は
農
林
水
産
大
臣

へ
の
計
画
申
請
と
国
土
交

通
大
臣
に
対
す
る
飛
行
申

請
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

が
、
認
定
後
は
農
林
水
産

大
臣
へ
の
計
画
申
請
の
み

で
、
国
土
交
通
省
へ
の
飛

行
申
請
は
不
要
と
な
る
。

◆
ス
マ
ー
ト
農
業
実
施
率

は
27
・
7
％
・
伸
び
率
は

縮
小
傾
向
◆

2
0
2
4
年
農
業
構
造

動
態
調
査
に
よ
る
と
、
24

年
2
月
1
日
現
在
で
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
農
業
を
行

っ
て
い
る
農
業
経
営
体
数

は
24
万
4
6
0
0
経
営
体

で
、
前
年
に
比
べ
て
0
・

9
％
増
加
し
、
全
経
営
体

に
占
め
る
割
合
は
前
年
比

1
・
6
％
増
の
27
・
7
％

と
な
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
農

業
の
実
施
率
は
調
査
を
開

始
し
た
21
年
以
降
、
毎
年

増
加
し
て
い
る
が
、
伸
び

率
は
3
・
1
ポ
イ
ン
ト

（
21
年
―
22
年
）、
2
・

8
ポ
イ
ン
ト
（
22
年
―
23

年
）、
1
・
6
ポ
イ
ン
ト

（
23
年
―
24
年
）
と
年
々

縮
小
し
て
い
る
。

農
林
水
産
省
は
「
2
0

2
5
年
ま
で
に
農
業
の
担

い
手
の
ほ
ぼ
全
て
が
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
農
業
を
実

践
」
と
い
う
政
策
目
標
を

掲
げ
て
お
り
、
20
年
2
月

に
「
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
策

定
、
農
業
現
場
の
様
々
な

課
題
を
踏
ま
え
た
ス
マ
ー

ト
実
証
の
着
実
な
実
施
や

成
果
の
普
及
及
び
農
地
イ

ン
フ
ラ
や
デ
ー
タ
の
活
用

な
ど
実
践
環
境
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

計
画
認
定
の
受
付
ス
タ
ー
ト

石
破
内
閣
が
10
月
9

日
、
発
足
か
ら
戦
後
最
短

で
解
散
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
以
下
、
衆
院
選
）
が
10

月
15
日
に
公
示
さ
れ
た
。

投
開
票
は
27
日
に
行
わ
れ

る
予
定
だ
。「
政
権
選
択

選
挙
」
と
も
呼
ば
れ
る
衆

院
選
、
今
回
、
2
0
1
2

年
以
来
と
な
る
政
権
交
代

は
起
き
る
だ
ろ
う
か
。

2
0
0
0
年
以
降
、
衆

院
選
は
8
回
行
わ
れ
て
い

る
が
、
自
民
党
＋
公
明
党

（
以
下
、
自
公
）
と
そ
れ

以
外
の
政
党
の
得
票
数
を

見
て
い
く
と
面
白
い
こ
と

が
わ
か
る
。

【
00
年
】

自
公
2
6
1
8
万
票

そ
れ
以
外
3
4
7
0
万
票

【
03
年
】

自
公
2
6
9
8
万
票

そ
れ
以
外
3
2
5
3
万
票

【
05
年
】

自
公
3
3
5
0
万
票

そ
れ
以
外
3
4
5
7
万
票

【
09
年
】
※
政
権
交
代

自
公
2
8
0
8
万
票

そ
れ
以
外
4
2
5
0
万
票

【
12
年
】
※
政
権
交
代

自
公
2
6
5
3
万
票

そ
れ
以
外
3
3
1
0
万
票

【
14
年
】

自
公
2
6
2
3
万
票

そ
れ
以
外
2
6
7
1
万
票

【
17
年
】

自
公
2
7
3
3
万
票

そ
れ
以
外
2
8
0
9
万
票

【
21
年
】

自
公
2
8
5
0
万
票

そ
れ
以
外
2
8
9
6
万
票

郵
政
解
散
と
し
て
自
民

党
が
圧
勝
し
た
05
年
衆
院

選
を
除
き
、
自
公
の
得
票

数
は
2
6
0
0
万
票
か
ら

2
8
0
0
万
票
程
度
で
推

移
し
て
い
る
。
下
野
す
る

こ
と
に
な
っ
た
09
年
衆
院

選
で
の
自
公
の
得
票
数
が

2
8
0
8
万
票
だ
っ
た
の

に
対
し
て
、
政
権
に
返
り

咲
い
た
12
年
衆
院
選
の
得

票
数
は
2
6
5
3
万
票
。

実
は
、
下
野
し
た
時
よ
り

政
権
に
返
り
咲
い
た
時
の

ほ
う
が
得
票
数
が
少
な

い
。
与
党
で
も
野
党
で

も
、
自
公
の
得
票
数
は
一

定
の
範
囲
で
安
定
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
政
権
交
代

の
有
無
は
そ
れ
以
外
の
政

党
の
得
票
数
に
左
右
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
だ
。

実
際
、
そ
れ
以
外
の
政

党
の
得
票
数
は
大
き
く
変

動
し
て
い
る
。
21
年
衆
院

選
の
得
票
数
は
、
民
主
党

が
政
権
を
取
っ
た
09
年
衆

院
選
か
ら
1
3
5
4
万
票

も
減
少
し
た
。
で
は
、
全

投
票
数
の
増
減
は
ど
う
だ

っ
た
か
。
09
年
衆
院
選
の

7
0
5
8
万
票
に
対
し

て
、
21
年
衆
院
選
は
5
7

4
6
万
票
。
1
3
1
2
万

票
減
少
し
た
が
、
こ
れ

は
、
そ
れ
以
外
の
政
党
が

失
っ
た
1
3
5
4
万
票
と

ほ
ぼ
同
数
だ
。

仮
に
09
年
衆
院
選
で
そ

れ
以
外
の
政
党
に
投
票

し
、
21
年
衆
院
選
で
投
票

し
な
か
っ
た
1
3
0
0
万

人
が
今
回
、
そ
れ
以
外
の

政
党
に
投
票
す
れ
ば
、
政

権
交
代
が
起
き
る
可
能
性

は
グ
ン
と
高
ま
る
。
21
年

―
09
年
比
で
投
票
数
が
大

き
く
減
少
し
た
都
道
府
県

は
上
か
ら
順
に
、北
海
道
、

大
阪
府
、神
奈
川
県
、愛
知

県
、福
岡
県
、兵
庫
県
、東

京
都
、埼
玉
県
、静
岡
県
、

千
葉
県
。
合
わ
せ
て
5
8

0
万
票
。
大
都
市
圏
の
動

向
も
鍵
を
握
る
。

今
年
は
イ
ギ
リ
ス
で
14

年
ぶ
り
に
政
権
交
代
が
あ

り
、
フ
ラ
ン
ス
も
議
会
第

一
党
が
変
わ
っ
た
。
11
月

に
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

が
控
え
て
い
る
。

石
破
総
理
が
「
日
本
創

生
解
散
」
と
銘
打
っ
た
今

回
の
総
選
挙
は
ど
ん
な
結

果
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

農
水
省

解
散
総
選
挙

農
業
景
況
Ｄ
Ｉ

改
善
傾
向
も

全
業
種
で
生
産
コ
ス
ト
高
続
く

日
本
政
策
金
融
公
庫
に

よ
る
と
、
2
0
2
4
年
上

半
期
の
農
業
全
体
の
景
況

Ｄ
Ｉ
は
▲
21
・
5
だ
っ

た
。
23
年
通
年
実
績
か

ら
5
・
4
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
た
が
、
20
年
以
来
、
全

業
種
で
マ
イ
ナ
ス
値
が

継
続
し
て
い
る
。
特
に
、

肉
用
牛
は
▲
52
・
1
か
ら

▲
59
・
6
、
採
卵
鶏
は
＋

65
・
1
が
▲
56
・
7
と
大

き
く
下
落
し
た
。
但
し
、

そ
の
他
多
く
の
業
種
は

改
善
傾
向
を
見
せ
て
お

り
、
24
年
の
通
年
見
通

し
は
マ
イ
ナ
ス
値
が
続

く
も
の
の
、
▲
16
・
6
と

上
半
期
か
ら
4
・
9
ポ
イ

ン
ト
上
昇
す
る
見
込
み
。

生
産
コ
ス
ト
Ｄ
Ｉ
は

▲
80
・
6
。
23
年
実
績
か

ら
4
・
0
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
た
が
大
幅
な
マ
イ
ナ

ス
値
が
続
い
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ス
値
が
最
も
大
き

い
の
は
施
設
花
き
の

▲
92
・
4
。他
、稲
作
（
北

海
道
）
▲
85
・
9
、
稲
作

（
都
府
県
）
▲
75
・
8
、

露
地
野
菜
▲
83
・
4
、
施

設
野
菜
▲
88
・
0
な
ど
。

全
業
種
が
▲
60
・
0
以
下

で
、
コ
ス
ト
高
が
続
い
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
雇
用
状
況
Ｄ
Ｉ

は
▲
37
・
2
と
23
年
実
績

か
ら
横
ば
い
で
、
マ

イ
ナ
ス
値
が
続
い
て

い
る
。

こ
う
し
た
中
、
24

年
に
「
設
備
投
資
予

定
あ
り
」
と
回
答
し

た
の
は
53
・
2
％
で

23
年
か
ら
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
。
耕
種
で

は
都
府
県
の
稲
作

62
・
1
％
、
畜
産
で

は
養
豚
55
・
1
％
が

最
も
高
か
っ
た
。
ま

た
、
設
備
投
資
予
定

あ
り
と
の
回
答
の
う

ち
、
昨
年
に
比
べ
設

備
投
資
額
が
「
増
加

す
る
」
と
の
回
答
は

45
・
5
％
だ
っ
た
。

24
年
上
半
期
農
業
景
況
調
査

日
本
公
庫

２
０
２
４
年
８
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
３６
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
21
件

8
月
は
19
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
36
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
先
月

の
20
件
に
続
き
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
る
。
内
訳

は
熱
中
症
が
5
件
、
ト
ラ

ク
タ
に
お
け
る
転
落
等
が

4
件
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ

ヤ
に
お
け
る
木
と
の
挟
ま

れ
等
が
4
件
、
乗
用
草
刈

機
に
お
け
る
木
と
の
挟
ま

れ
等
が
2
件
、
そ
の
他
が

4
件
で
、
先
月
に
続
い

て
、
熱
中
症
と
農
業
機
械

に
よ
る
事
故
が
多
数
を
占

め
た
。

▽
11
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

11
月
は
全
国
的
に
作
業

ピ
ー
ク
を
越
え
農
閑
期
と

な
る
。
農
林
水
産
省
は
今

年
度
か
ら
、
こ
の
時
期
に

農
作
業
安
全
研
修
会
を
開

催
し
、
農
業
機
械
の
安
全

な
使
用
方
法
や
作
業
環
境

を
見
直
す
こ
と
を
強
く
推

奨
し
て
い
る
。
同
省
は
、

各
地
域
で
農
業
改
良
普
及

員
、
Ｊ
Ａ
、
農
機
販
売
店

で
構
成
さ
れ
る
「
農
作
業

安
全
指
導
員
」
に
よ
り
開

催
さ
れ
る
安
全
研
修
会
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

（２）令和 6年 1 0 月 1 5 日（火曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 3 9 号



▽
23
年
産
米
の
1
等
率
は

過
去
最
低
・
今
夏
の
コ
メ

不
足
の
一
因
に

2
0
2
3
年
産
米
の
全

国
1
等
比
率
は
60
・
9
％

（
24
年
3
月
末
）
と
過
去

最
低
水
準
と
な
っ
た
。
夏

の
記
録
的
な
高
温
が
影
響

し
、
白
未
熟
粒
の
発
生
率

は
22
年
産
の
2
割
程
度
か

ら
大
き
く
上
昇
し
た
。

水
稲
が
高
温
な
ど
の
影

響
を
受
け
る
と
、
で
ん
ぷ

ん
の
蓄
積
が
不
十
分
と
な

り
、
米
粒
の
一
部
が
白
く

濁
る
。
白
未
熟
粒
の
発
生

率
は
、
北
日
本
と
東
日
本

が
作
付
面
積
の
5
割
程

度
、
西
日
本
は
4
割
程
度

で
、
高
温
障
害
が
広
範
囲

に
及
ん
だ
こ
と
が
分
か
っ

た
。白

未
熟
粒
は
食
味
に
影

響
な
い
と
さ
れ
る
が
、
精

米
し
た
時
に
砕
け
や
す

い
。
見
た
目
の
悪
さ
か
ら

流
通
過
程
で
取
り
除
か
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
コ
メ
不

足
の
一
因
と
な
っ
た
。

昨
夏
は
記
録
的
な
暑
さ

で
、日
本
の
平
均
気
温（
1

9
9
1
〜
20
年
平
均
）
か

ら
の
差
は
＋
1
・
29
℃
と

1
8
9
8
年
の
統
計
開
始

以
来
、
最
も
高
い
値
と
な

っ
た
。
農
研
機
構
の
試
験

に
よ
る
と
、
出
穂
後
約
20

日
間
の
平
均
気
温
が
26
〜

27
℃
以
上
で
白
未
熟
粒
の

発
生
が
増
え
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
高
温
と
少
雨

で
「
粒
の
充
実
不
足
」、

カ
メ
ム
シ
な
ど
の
「
虫
害

の
発
生
」、「
胴
割
れ
粒
の

発
生
」
も
全
国
で
そ
れ
ぞ

れ
1
割
程
度
発
生
し
た
。

胴
割
れ
は
出
穂
後
約
10
日

間
の
最
高
気
温
が
32
℃
以

上
で
発
生
が
増
加
す
る
。

白
未
熟
粒
や
胴
割
れ
粒

の
発
生
を
防
ぐ
対
策
と
し

て
「
水
管
理
の
徹
底
」
が

最
も
多
く
実
施
さ
れ
、
他

に
は
適
期
移
植
、
適
期
収

穫
、
肥
培
管
理
が
行
わ
れ

て
い
る
。

▽
果
樹
・
野
菜
・
畜
産
も

高
温
障
害

り
ん
ご
で
は
、
着
色
期

か
ら
収
穫
期
の
高
温
の
影

響
で
「
着
色
不
良
・
着
色

遅
延
」
が
全
国
で
3
割
程

度
み
ら
れ
た
。
対
策
と
し

て
は
、
着
色
優
良
品
種
の

導
入
や
、
日
焼
け
果
発
生

抑
制
の
た
め
遮
光
資
材
の

活
用
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
冬
か
ら
春
先

に
か
け
て
の
高
温
で
成
熟

が
早
ま
り
、
そ
の
後
の
低

温
で
「
凍
霜
害
」
の
影
響

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ぶ
ど
う
は
「
着
色
不

良
・
着
色
遅
延
」
が
全
国

で
2
割
程
度
、
西
日
本
は

発
生
割
合
が
多
く
4
割
程

度
み
ら
れ
た
。
対
策
と
し

て
は
着
色
優
良
品
種
の
導

入
や
、
着
色
を
気
に
し
な

く
て
も
い
い
白
・
黄
緑
系

品
種
の
導
入
が
行
わ
れ
て

い
る
。

温
州
み
か
ん
は
、
高
温

や
高
温
・
少
雨
で
「
日
焼

け
果
」
の
発
生
が
全
国
で

3
割
程
度
。一
方
、高
温
・

多
雨
に
よ
る「
浮
皮
」、「
減

酸
の
早
ま
り
」
も
全
国
で

2
割
程
度
み
ら
れ
た
。
日

焼
け
果
軽
減
に
た
め
に
、

カ
ル
シ
ウ
ム
剤
や
遮
光
資

材
の
活
用
、
浮
皮
軽
減
と

防
止
の
た
め
に
植
物
成
長

調
整
剤
（
ジ
ベ
レ
リ
ン
・

プ
ロ
ヒ
ド
ジ
ャ
ス
モ
ン
剤

な
ど
）
の
活
用
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
。

ト
マ
ト
で
は
、
収
穫
期

の
高
温
に
よ
る
「
着
花
・

着
果
不
良
」
が
前
年
よ
り

多
く
、
全
国
で
4
割
程
度

み
ら
れ
た
。
ま
た
、
高
温

や
強
日
射
に
よ
る
裂
果
な

ど
「
不
良
果
」
と
「
日
焼

け
果
」
は
い
ず
れ
も
全
国

で
2
割
程
度
み
ら
れ
た
。

対
策
と
し
て
は
遮
光
、
遮

熱
資
材
の
活
用
、
換
気
、

か
ん
水
、
細
霧
冷
房
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。

い
ち
ご
で
は
、
花
芽
分

化
期
の
高
温
に
よ
り
花
芽

分
化
の
遅
れ
の
発
生
に
よ

る
影
響
が
全
国
で
4
割
程

度
、
西
日
本
で
は
5
割
程

度
み
ら
れ
た
。
対
策
と
し

て
は
新
品
種
導
入
や
ク
ラ

ウ
ン
部
の
冷
却
、
培
地
昇

温
抑
制
、
遮
光
資
材
の
活

用
、
細
霧
冷
房
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
。

畜
産
（
乳
用
牛
）
で
は

高
温
に
よ
る
「
乳
量
・
乳

成
分
の
低
下
」、「
繁
殖
成

績
の
低
下
」
が
全
国
で
1

割
程
度
み
ら
れ
た
。
対
策

と
し
て
最
も
多
い
の
が
牛

舎
へ
の
送
風
・
換
気
。
そ

の
他
、
散
水
・
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
、
細
霧
冷
房
・
ミ

ス
ト
な
ど
も
実
施
さ
れ
て

い
る
。
農
研
機
構
に
よ
る

と
、
乳
牛
の
水
分
蒸
発
量

が
多
い
の
は
肩
と
腰
周
辺

で
、
こ
の
部
分
を
冷
や
す

と
効
果
的
だ
と
い
う
。
但

し
、
導
入
に
伴
う
コ
ス
ト

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

▽
温
暖
化
に
よ
る
新
た
な

品
目
へ
の
取
組

高
温
対
策
と
し
て
、
高

温
耐
性
作
物
の
導
入
が
進

ん
で
い
る
。
米
は
、
主
食

用
作
付
面
積
に
占
め
る
高

温
耐
性
面
積
の
割
合
が
19

年
産
は
9
・
9
％
だ
っ
た

が
、
23
年
産
で
は
14
・
7

％
（
前
年
産
比
1
・
9
ポ

イ
ン
ト
上
昇
）、
約
18
万

㌶
に
増
加
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
は
、
北
海

道
で
は
農
業
試
験
場
で
栽

培
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
理
さ

え
る
な
ど
の
取
組
が
進

み
、
栽
培
面
積
が
1
0
0

㌶
ま
で
増
え
、
秋
田
県
で

は
生
産
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
受
け
、
適
応
品
種
等
の

栽
培
実
証
が
行
わ
れ
て
い

る
。農

林
水
産
省
で
は
、
気

候
変
動
に
よ
る
影
響
に
対

応
す
る
た
め
「
気
候
変
動

適
応
計
画
」
を
作
成
し
て

お
り
、
地
方
と
連
携
し
て

温
暖
化
影
響
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
適
応
策
に
つ
い
て

発
信
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
。

コ
メ
の
形
や
色
な
ど
を

調
べ
る
等
級
検
査
で
、
2

0
2
4
年
産
米
は
評
価
が

最
も
高
い
「
1
等
米
」
の

比
率
が
23
年
産
よ
り
高
め

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
9

月
20
日
分
か
っ
た
。

秋
田
県
、
福
島
県
、
新

潟
県
な
ど
主
産
地
の
一
部

で
、
23
年
産
の
全
国
平
均

を
大
き
く
上
回
っ
た
。
昨

夏
の
よ
う
な
高
温
障
害
を

防
ぐ
た
め
、
水
管
理
な
ど

の
対
策
を
徹
底
し
た
こ
と

が
奏
功
し
た
。

農
林
水
産
省
に
よ
る

と
、
23
年
産
米
の
全
国
平

均
は
今
年
3
月
末
時
点
で

60
・
9
％
と
、
過
去
最
低

と
な
っ
た
。
米
粒
が
白
く

濁
る
「
白
未
熟
粒
」
な
ど

が
発
生
。
新
潟
県
の
1
等

米
比
率
は
23
年
産
全
体
で

14
・
8
％
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

は
4
・
7
％
に
と
ど
ま
っ

た
。し

か
し
今
年
は
一
転
、

共
同
通
信
調
べ
に
よ
る

と
、
Ｊ
Ａ
新
潟
県
本
部
で

は
9
月
17
日
時
点
で
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
1
等
米
比
率
が

88
％
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ

（
大
仙
市
）
で
は
同
日
時

点
で
主
食
用
米
の
1
等
米

比
率
が
98
％
、
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
で
は
9
月
13
日
の

初
検
査
で
ひ
と
め
ぼ
れ
が

す
べ
て
1
等
米
と
な
っ

た
。同

省
が
9
月
27
日
に
発

表
し
た
24
年
産
米
の
8
月

末
時
点
の
農
産
物
検
査
の

結
果
は
、
1
等
米
比
率
が

全
国
平
均
で
63
・
7
％
と

な
り
、
8
月
末
と
し
て
は

08
年
産
の
60
・
5
％
以

来
、
16
年
ぶ
り
の
低
水
準

と
な
っ
た
。
し
か
し
同
省

は
、
8
月
末
の
検
査
は
収

穫
時
期
の
早
い
一
部
の
地

域
で
行
っ
て
お
り
、
全
検

査
量
の
5
・
7
％
程
度
に

と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
主

要
産
地
の
収
穫
が
進
め
ば

1
等
米
比
率
は
上
昇
す
る

と
の
見
通
し
を
示
し
て
い

た
。

23
年
産
米
白
未
熟
粒

全
国
で
５
割
発
生

農 水 省１
等
米
比
率
前
年
よ
り
高
め

主
産
地
で
高
温
対
策
が
功
を
奏
す

農
林
水
産
省
は
9
月
30
日
、「
令
和
5
年
地
球
温
暖
化
影
響
調
査
レ
ポ

ー
ト
」
を
公
表
し
た
。
23
年
産
米
で
は
高
温
に
よ
る
白
未
熟
粒
が
全
国
で

5
割
発
生
し
た
ほ
か
、
果
樹
、
野
菜
、
家
畜
な
ど
で
も
高
温
障
害
が
多
く

発
生
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
影
響
調
査
レ
ポ
ー
ト
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インボイス開始から１年
中小企業の実態調査〈商工会議所〉

2
0
2
3
年
10
月
1
日

に
始
ま
っ
た
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
」
は
、
消
費
税
の

納
税
額
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
し

た
税
額
控
除
の
方
式
で
、

事
業
者
が
仕
入
先
な
ど
に

払
っ
た
消
費
税
の
控
除
や

還
付
を
受
け
る
場
合
、「
イ

ン
ボ
イ
ス
」
と
い
う
税
率

ご
と
の
消
費
税
額
を
記
載

し
た
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書

な
ど
が
必
要
に
な
っ
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す

る
に
は
国
へ
の
登
録
が
必

要
と
な
る
が
、
国
税
庁
に

よ
る
と
、
今
年
8
月
末
ま

で
に
4
5
8
万
の
事
業
者

が
登
録
し
、
こ
の
う
ち
、

約
1
6
0
万
は
免
税
事
業

者
か
ら
転
換
し
た
。

▽
イ
ン
ボ
イ
ス
開
始
後

「
事
務
負
担
が
増
加
8
割

超
」
・
「
コ
ス
ト
が
増
加

約
5
割
」（
表
1
・
2
）

日
本
・
東
京
商
工
会
議

所
が
、
24
年
5
月
か
ら
6

月
に
か
け
て
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
制

度
に
登
録
し
た
2
3
6
5

の
事
業
者
の
う
ち
、
事
務

負
担
が
増
加
し
た
と
い
う

事
業
者
が
82
・
2
％
に
上

っ
た
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム

を
改
修
す
る
な
ど
コ
ス
ト

が
増
加
し
た
事
業
者
は

48
・
8
％
だ
っ
た
。

▽
免
税
事
業
者
か
ら
の
登

録
は
約
1
6
0
万
／
半
数

を
超
え
る
転
換
事
業
者
が

減
収
（
グ
ラ
フ
1
・
2
）

年
間
売
上
1
0
0
0
万

円
以
下
の
小
規
模
事
業
者

が
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
登

録
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
免

除
さ
れ
て
き
た
消
費
税
納

付
義
務
を
新
た
に
負
う
こ

と
に
な
る
。
24
年
4
月
末

ま
で
に
登
録
し
た
事
業
者

の
3
分
の
1
に
当
た
る
約

1
6
0
万
の
事
業
者
は
、

制
度
開
始
前
ま
で
は
免
税

事
業
者
だ
っ
た
が
、
こ
の

う
ち
の
54
・
9
％
の
事
業

者
が
転
換
し
た
こ
と
で
減

収
し
た
と
回
答
し
た
。
た

だ
、
転
換
に
際
し
取
引
先

と
価
格
交
渉
を
行
っ
た
事

業
者
は
14
・
4
％
の
み
。

交
渉
し
た
事
業
者
は
、
そ

の
6
割
が
値
上
げ
に
成
功

し
て
い
る
。

次
に
、
制
度
開
始
前
は

免
税
事
業
者
だ
っ
た
事
業

者
を
取
引
形
態
別
に
み
る

と
、
企
業
間
取
引
が
中
心

の
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
者
は

73
・
3
％
が
制
度
に
登
録

し
た
が
、
一
般
消
費
者
に

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
事
業
者
で

は
、
登
録
は
24
・
9
％
に

と
ど
ま
っ
た
。
な
お
、
登

録
し
な
か
っ
た
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ

事
業
者
は
、
そ
の
理
由
と

し
て
「
新
た
な
事
務
負
担

が
発
生
」、「
新
た
な
税
負

担
が
発
生
」
を
挙
げ
る
声

が
多
か
っ
た
。

国
は
登
録
し
た
小
規
模

事
業
者
の
当
面
の
負
担
を

抑
え
る
た
め
、
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
イ
ン
ボ
イ

ス
の
保
管
を
不
要
と
し
、

納
税
額
を
受
け
取
っ
た
消

費
税
の
2
割
に
抑
え
ら
れ

る
特
例
制
度
を
26
年
9
月

末
ま
で
設
け
て
い
る
。
ま

た
、
登
録
し
て
い
な
い
事

業
者
と
取
引
す
る
事
業
者

に
つ
い
て
も
、
6
年
間
、

消
費
税
の
納
付
額
か
ら
一

定
割
合
の
控
除
が
認
め
ら

れ
る
経
過
措
置
を
設
け
て

い
る
。

▽
免
税
事
業
者
と
の
取
引

「
今
後
も
継
続
予
定
」
は

5
割
満
た
ず
（
グ
ラ
フ

3
・
4
）

制
度
開
始
前
か
ら
免
税

事
業
者
と
取
引
が
あ
る
課

税
事
業
者
に
対
し
て
、
制

度
開
始
後
の
免
税
事
業
者

と
の
取
引
状
況
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ほ
ぼ

す
べ
て
継
続
」
は
74
％
。

「
す
べ
て
の
取
引
を
終

了
」
と
の
回
答
は
5
・
2

％
と
僅
か
だ
っ
た
。
但

し
、
今
後
の
取
引
に
つ
い

て
は
「
今
後
も
継
続
予

定
」
と
の
回
答
が
47
・
1

％
と
5
割
を
下
回
っ
た
。

※
経
過
措
置

仕
入
税
額
の
う
ち
、
26

年
9
月
末
ま
で
は
8
割
の

控
除
が
、
26
年
10
月
か
ら

29
年
9
月
末
ま
で
は
5
割

の
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。

▽
公
正
取
引
委
員
会
が
注

意
し
た
ケ
ー
ス
は
23
年
度

40
件イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

登
録
は
任
意
。
し
か
し
、

未
登
録
事
業
者
に
対
し
て

税
の
控
除
や
還
付
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
取
引
先
が
一
方
的
に

価
格
の
引
き
下
げ
を
要
求

す
る
な
ど
不
当
な
利
益
の

侵
害
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
行
為
が
あ
っ
た
と
し

て
、
公
正
取
引
委
員
会
が

注
意
し
た
ケ
ー
ス
が
23
年

度
に
40
件
あ
っ
た
。

同
委
員
会
は
、
制
度
を

理
由
に
不
当
な
要
求
な
ど

を
行
わ
な
い
よ
う
引
き
続

き
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
違
反
の
お
そ
れ
が
あ

る
ケ
ー
ス
に
は
厳
正
に
対

処
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。

【
調
査
概
要
】

▽
調
査
対
象

各
地
商
工
会
議
所
の
会

員
企
業

▽
調
査
対
象

24
年
5
月
20
日
〜
6
月

14
日

▽
回
答
事
業
者
数

3
1
4
9
者
／
4
3
1

8
者
（
回
収
率
72
・
9

％
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
10
月
1
日
で
1
年
が
経
っ
た
が
、
日

本
・
東
京
商
工
会
議
所
が
事
業
者
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、「
事
務
負
担
が
増
加

し
た
」
と
い
う
回
答
が
8
割
強
、「
コ
ス
ト
が
増
加
し
た
」
と
い
う
回
答
が
5
割

近
く
に
上
っ
た
。
ま
た
、
現
在
免
税
事
業
者
と
取
引
し
て
い
る
課
税
事
業
者
の
う

ち
、
今
後
も
取
引
を
継
続
予
定
と
の
回
答
は
5
割
を
下
回
っ
た
。

▼
事
業
者
か
ら
は
事
務
負
担
増
・
コ
ス
ト
増
の
声

▼
経
過
措
置
終
了
後
も
「
免
税
事
業
者
と
の
取
引

継
続
予
定
」
は
５
割
未
満
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◇
基
幹
3
作
業
の
受
託
料

金
は
個
人
・
生
産
組
織
と

も
に
2
年
連
続
で
上
昇

（
表
1
・
2
・
3
、
グ
ラ

フ
1
・
2
）

▽
部
分
農
作
業
受
託
料
金

水
稲
作
一
般
の
部
分
作

業
の
受
託
料
金
を
「
育

苗
」「
耕
起
」「
代
か
き
」

「
耕
起
か
ら
代
か
き
ま

で
」「
機
械
田
植
」「
防
除
」

「
機
械
刈
取
」「
刈
取
か

ら
乾
燥
・
調
製
ま
で
」「
乾

燥
・
調
製
」
に
区
分
し
、

各
作
業
を
個
人
・
生
産
組

織
別
に
調
査
し
た
。

水
稲
の
部
分
作
業
の
う

ち
、
基
幹
3
作
業
の
受
託

料
金
は
、個
人
農
家
は「
耕

起
か
ら
代
か
き
ま
で
」
が

1
万
5
9
1
8
円
、「
機

械
田
植
」
8
0
8
7
円
、

「
機
械
刈
取
」
1
万
8
4

4
4
円
。生
産
組
織
は「
耕

起
か
ら
代
か
き
ま
で
」
が

1
万
7
4
5
5
円
、「
機

械
田
植
」
8
6
7
5
円
、

「
機
械
刈
取
」
1
万
9
4

0
3
円
だ
っ
た
。

基
幹
3
作
業
の
受
託
料

金
は
、
個
人
農
家
が
2
0

1
4
年
、
生
産
組
織
が
15

年
を
最
高
に
近
年
は
下
落

傾
向
だ
っ
た
が
、
昨
年
上

昇
に
転
じ
、
今
年
は
昨
年

の
上
昇
幅
を
上
回
っ
た
。

▽
全
面
農
作
業
受
託
料
金

農
作
業
受
託
料
金
の
う

ち
、
水
稲
作
一
般
の
全
面

作
業
の
10
㌃
当
た
り
受
託

料
金
を
種
籾
・
除
草
剤
・

肥
料
・
農
薬
代
な
ど
生
産

資
材
を
す
べ
て
受
託
者
が

負
担
す
る
「
生
産
資
材
費

込
み
」
と
同
生
産
資
材
を

委
託
者
が
負
担
す
る
「
生

産
資
材
費
別
」
に
区
分

し
、
個
人
農
家
と
生
産
組

織
に
分
け
て
調
査
し
た
。

個
人
農
家
・
生
産
組
織

い
ず
れ
も
生
産
資
材
費

「
込
み
」「
別
」
と
も
に

昨
年
よ
り
上
昇
し
、「
込

み
」
の
個
人
農
家
は
19
年

以
来
4
年
振
り
に
9
万
円

を
超
え
た
。

▽
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
賃
金

ト
ラ
ク
タ
・
田
植
機
・

コ
ン
バ
イ
ン
の
各
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
労
働
賃
金
（
全

国
平
均
）
は
、
1
時
間
当

た
り
・
1
日
（
8
時
間
）

当
た
り
と
も
に
、
ト
ラ
ク

タ
・
田
植
機
・
コ
ン
バ
イ

ン
す
べ
て
前
年
か
ら
2
％

以
上
上
昇
し
た
。

◇
臨
時
雇
賃
金
は
全
産
業

上
昇
傾
向
（
表
4
・
5
）

▽
農
業
臨
時
雇
賃
金

農
作
業
に
臨
時
的
に
雇

わ
れ
る
者
（
年
間
6
カ
月

以
上
継
続
雇
用
。
1
カ
月

以
上
6
カ
月
未
満
は
除

く
）
に
支
払
う
1
日
当
た

り
の
農
作
業
臨
時
雇
賃
金

の
支
払
総
額
（
全
国
平

均
）
は
14
年
以
降
、
男
女

と
も
に
上
昇
傾
向
に
あ

る
。

23
年
に
関
し
て
も
、
熟

練
度
や
強
度
を
必
要
と
す

る
「
専
門
作
業
」、
熟
練

度
や
強
度
を
必
要
と
し
な

い
「
一
般
・
軽
作
業
」、

水
稲
の
「
機
械
作
業
補

助
」、
果
樹
の
「
工
程
別

作
業
」
す
べ
て
に
お
い
て

男
女
と
も
に
上
昇
し
た
。

ま
た
、
男
女
の
賃
金
差

を
比
率
で
表
す
と
、「
専

門
作
業
」は「
男
」1
0
0

に
対
し
「
女
」
92
（
前
年

91
）、「
一
般
・
軽
作
業
」

は
「
男
」
1
0
0
に
対
し

「
女
」97
（
前
年
96
）
で
、

男
女
差
は
毎
年
小
さ

く
な
っ
て
い
る
。

▽
他
産
業
の
賃
金

他
産
業
の
1
日
当

た
り
の
臨
時
雇
（
パ
ー

ト
）
賃
金
の
全
国
平
均

は
、「
男
」
が
8
2
9
5

円
で
「
女
」
が
8
0
3
3

円
。
他
産
業
の
30
歳
前
後

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
収

を
1
日
当
た
り
に
換
算
し

た
賃
金
の
全
国
平
均
は
、

「
男
」
が
1
万
1
6
4
4

円
（
同
2
・
7
％
増
）
で

「
女
」
が
1
万
2
1
9
円

（
同
2
・
9
％
増
）
だ
っ

た
。

【
調
査
概
要
】

23
年
12
月
31
日
時
点
に

お
け
る
全
市
町
村
農
業
委

員
会
の
区
域
（
1
6
9
7

地
区
）
に
対
し
て
、
1
月

1
日
〜
12
月
31
日
を
対
象

期
間
と
し
て
調
査

全国農業会議所

２
０
２
３
年
農
作
業
料
金
・
農
業
労
賃
に
関
す
る
調
査

農
作
業
受
託
料
金
２
年
連
続
で
上
昇

（
一
社
）
全
国
農
業
会
議
所
は
9
月
6
日
、「
2
0
2
3
年
農
作
業

料
金
・
農
業
労
賃
に
関
す
る
調
査
結
果
」
を
公
表
し
た
。
水
稲
3
作
業

の
受
託
料
金
は
近
年
下
降
傾
向
だ
っ
た
が
、
昨
年
上
昇
に
転
じ
、
今
年

は
昨
年
以
上
に
上
昇
し
た
。
臨
時
雇
賃
金
も
14
年
以
降
上
昇
傾
向
で
、

23
年
は
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た
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臨時雇賃金は過去最高額
男女の賃金差も縮小傾向

第 7 3 9 号（第三種郵便物認可）全 農 機 商 報令和 6年 1 0 月 1 5 日（火曜日）（５）



（６）令和 6年 1 0 月 1 5 日（火曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 3 9 号



第 7 3 9 号（第三種郵便物認可）全 農 機 商 報令和 6年 1 0 月 1 5 日（火曜日）（７）



日新火災「賠責保険」取扱開始しました
（８）令和 6年 1 0 月 1 5 日（火曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 3 9 号




